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研究内容
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１ NRTの結果分析による生徒の実態把握

２ 年１回の全教員による授業公開と学年での話合い

３ 週１回の教科部会による取り組み状況の確認

４ 年４回の生徒による授業評価をもとにした授業改善

５ 年２回の「学びのアンケート」による授業規律の改善

６ 年１回の拡大校内研修会による外部への授業公開

７ 上越教育大学及び実践校への教員派遣研修の実施

■『学び合い』と「主体的・対話的で深い学び」

・文部科学省は、２０２０年度予定の学習指導要領本格実施
に向け、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善を目指している。

・ 「主体的・対話的で深い学び」とは、一斉指導からの脱却を
図り、学習者が能動的に課題を見つけ、解決に向けて求
め続け、成果を出すまでの過程を学ぶ側が主体的に行う
学習。

・「主体的・対話的で深い学び」を具現化した授業が、まさに、
『学び合い』の考え方による授業と言える。
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２ 生徒たちが動き出す

「さあ始めてください」という先生のかけ声で、生徒の移動が始ま
ります。徐々にグループができあがります。

「自ら学び、考え、行動する生徒の育成」
をテーマとした校内研究の取組
～『学び合い』による授業実践～
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八戸市立長者中学校

これまでの取組
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■平成２６年度

４月 ４年計画の１年次がスタート

６月 上越教育大学教職大学院 西川研究室への教員派遣

研修、実践校視察

7月 拡大校内研修会

合同『学び合い』特別授業

講師：上越教育大学教職大学院教授 西川純 氏

静岡市立美和中学校来校他、県内外より多数来校

１月 佐賀市立城北中学校、伊達市立保原小学校より視察

■平成２７年度

６月 上越教育大 西川研究室への派遣研修、実践校視察
６月 宮城県角田市立金津中学校より視察

11月 拡大校内研修会 合同『学び合い』公開授業
１１１西川純教授による講演会 県内外より多数来校

■平成２８年度

６月 上越教育大 西川研究室への派遣研修、実践校視察

12月 拡大校内研修会 合同『学び合い』公開授業
１１１西川純教授による講演会 県内外より多数来校

2月 上越教育大大学院より視察

■平成２９年度

６月 上越教育大 西川研究室への派遣研修、実践校視察

12月 上越教育大大学院・上越市立城北中より視察
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『学び合い』の授業づくり

■人とのかかわりを通して、

一人も見捨てず、全員が参加する授業

・学級の全員が課題を達成することを目指して、子ども同士で
聞き合い、教え合い、学び合いながら学習を進めていく。

・『学び合い』を通して、全員の学力向上を目指すとともに、子ど

もが主体的に学習を進める姿を目指していく。
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『学び合い』の授業の風景
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１ 課題を示す

生徒たちに、今日の課題と目標、評価基準を伝えます。
教師の話はおよそ５分程度です。
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３ 最初のグループでまず『学び合い』

「こうかなあ」「いや、そこはこうなんじゃない？」などと、最初
のグループでの討論や教え合いがまず 始まります。

５日、八戸市庁教育長室にて「平成29
年度学校教育実践功労表彰」の表彰式
が行われ、本校の『学び合い』による授業

実践が高く評価され、伊藤教育長より表
彰を受けました。受賞理由として教育長
は「生徒の学力向上と生きる力の育成を
目指し先進的な主題を掲げ４年間継続し

て研究に取り組みすばらしい成果をあげ
ました。研究に携わった先生方、支えてく
れた保護者・地域の皆さんにもよろしくお
伝えください。」と激励の言葉をいただき
ました。以下に選考資料を紹介します。
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４ さらに動きが出てくる！

自分たちのグループでは問題が解決しない！ となると、他の
グループに聞きに行くなど、さらに動きが生まれます。
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５ 名札マグネットを活用して可視化を図る

あらかじめ黒板に全員の名札マグネットをはっておき
ます。課題を達成できたら達成エリアに各自でマグネット
を移動します。今現在、誰が課題を達成できているのか、
いないのかが一目瞭然になります。
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６ 全員わかるところまで

わからない子がわかっている子に聞きに行ったり、できてい
る子が教えに行き、「全員がわかる」を目指します。
「あ～、わかった！」「よかった！」「おつかれさま！」
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７ 振り返り
「今日は達成できなかった人が３人いるけど、みんながみん
なのために精一杯できたかな？ 『みんな』ができることを期待
します」などその時間のクラスとしての学びについて教師が評
価して終わります。ミニテストで学びを見取る場合もあります。

24

『学び合い』は学力向上につながっています
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標準学力検査ＮＲＴ偏差値の推移（H27～H29・4月実施）

▲現３学年は入学時、
４教科平均で、八戸市
平均 に比べ、0.2ポイン
ト下回っていた。

▲２年時では、国語以
外で平均を上回り、５教
科平均では＋2.2ポイン
トとプラスに転じた。

▲３年時では＋1.4ポイン
トとなった。 （※２年時は
「育み」がなくなり学級編
成は40人学級×２） 25

57.7 

56.4 

57.6 57.6 

59.2 

55.0 55.1 
54.8 

53.7 

56.4 

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

平均 国語 社会 算数 理科

２学年１年時

H28 長者中 H28 八戸市

標準学力検査ＮＲＴ偏差値の推移（H28～H29・4月実施）

▲現２学年は入学時、４教科平
均で、八戸市平均 に比べ、2.7
ポイント上回っていた。
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▲２年時には５教科平均で、＋3.5ポ
イントとなり、すべての教科で順調に
成績が向上したことがわかる。
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・単元ごとにテストがあるので『学び合い』で確実に理解して
いなければならないので集中できます。わからないところ
があればすぐに友達や先生に聞ける環境にあるので学
習しやすいです。（２年）

生徒の声

・課題がいろいろな人とかかわるような内容なので、自分だ
けじゃなく、他の人のためにも家で予習をしてくる人が多く
て、授業でたくさんの人がいろんな人のために頑張って
て、『学び合い』でしかできない授業が好きです。（３年）
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・１・２年生のときは、とにかく早さ、スピード、スピード、早く終
わればよし！みたいな感じでした。しかし、３年生になって
からは質も大事にしていくようになりました。（３年）

・初めの頃は、わからなかったらすぐに人に聞くことが多かっ
たのですが、今はまず自分で考え、他の人と意見を共有す
るようになりました。クラスの人たちと話し合って自分の理
解を深めることができる『学び合い』がいいです。（３年）

・ワークなどをやっていない友達に粘り強く励ますことで、なん
とか達成できました。自分もうれしくなりました。（３年）
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研究の成果

・ＮＲＴ偏差値の推移、全国・県学力状況調査等の
結果から、目に見える学力の向上が見られた。

・生徒の中に、自分たちで考えて行動しなければ
ならないという意識が高まり、主体的に学ぼうと
いう姿勢が見られるようになった。
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・全教員による年１回の授業公開と、生徒一人一
人の学びの様子に焦点を当てた話合いにより、
生徒理解と授業改善を進めることができた。

・校外派遣研修を継続することにより、個々の教員
の資質能力が向上するとともに、研究を支える
リーダーが多数育ってきている。
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研究の課題
・諸検査、アンケート結果を全教員が真摯に受け止
め、授業改善に生かしていく必要がある。

・今後も教員同士による自由な雰囲気での授業参観
や共同授業により、授業力の向上と生徒を多面的
に理解する力を高めていく必要がある。

・諸検査で浮き彫りになった自己肯定感の低さを解
消するために学年・教科・領域など全校体制で方
策を考え、共通実践していかなければならない。
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各家庭・地域・関係者に配布

情報発信 『学び合い』リーフレット

２日、東京・六本木のミッドタウンにおいて、ユニクロが主催す

る“届けよう服のチカラ”アワード2017の表彰式が行われ、本校

の３年間にわたる活動が高く評価され優秀賞を受賞しました。こ

の賞は同社が展開する難民救援活動“届けよう服のチカラ”プロ

ジェクトを実施した全国322校の中から選ばれたもの。生徒たち

は、一人一人が国際的視野から物事を見つめること、難民に対

する正しい知識をもち自分たちで協力できることを探し活動する

ことの２つを目標に活動に取り組んできました。９月に本校を含

む５つの協力団体にポスターやチラシを作成し子ども服の回収

告知を行い、文化祭では１教室を使って活動内容を展示し、地

域にも呼びかけた結果、4220枚の服が集まりました。ご協力いた

だいた保護者の皆様、地域の皆様に改めて感謝いたします。


